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た。ADA（Americans for Democratic Action）の
創設は、その顕著な例である。しかしADAにとっ
てニーバーは創設者以上の存在である。デモクラ
シーの価値に対する深い神学的視座をADAにもた
らしたからである。この影響を受けたのが、A・シュ
レシンジャーである。
　ニーバーは、このADAの活動に代表されるよう
に強力なアメリカン・デモクラシー体制の推進役
を担ったが、同時に、世界の自由主義陣営を牽引
すべき超大国アメリカが、自己の美徳と富の繁栄
の成果とを結び付け、思い上がる罪に浸ることで
自らを滅ぼすことになる、と警鐘をも鳴らした。『ア
メリカ史のアイロニー』（1952年）は、この預言者
的声を十全に告げている。この著作において円熟
したリベラリズムが表れている。
　このようにしてニーバーは、あたかも永遠の相
の下にアメリカを俯瞰するようにして、既存のリ
ベラリズムを批判しつつ、しかもあるべきリベラ
リズムを追求し、発言し続けた。それは、罪の現
実を直視するリアリズムによって貫かれた。しか
も人間の自由の創造性が損なわれることのない、
リアリスト・リベラリズム、ということができる。
このリベラリズムが、ニーバーの「キリスト教現
実主義」であった。
　日本におけるニーバー研究を牽引する神学者の、
円熟したニーバー論を伺う貴重な時となったこと
を感謝するものである。
（文責：五十嵐成見［いからし・なるみ］聖学院大
学大学院アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科博士
後期課程 4 年）
